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　合併で予想されるいろいろな課題について皆さんから意見を伺いました。これらの課題は、現在行

政内部で検討中です。合併した結果悪くなるということではなく、むしろ合併を期に今よりよくなる

方法を模索しなければなりません。行政と住民の係わり合いの問題、経済的な問題、文化の問題等、

課題はいろいろあります。これからが一番大事な時期です。皆さんの意見をお寄せください。

籔

灘．

区域全体の経済が蓑退する
　合併して1つの行政組織になると、10年

間は地方交付税の総額が保証されますが、

その後は削減されます。現在の見積もりで

は、6市町村で合併した場合、約30～35

億円の減額と見られています。

　その大部分は、人件費の削減でカパーで

きますが、職員数が削減されると、波及効

果として地元経済を潤していた分がなく

なることにより影響を与えることになりま
す◎

J　q

《行政区域が広くなることにより取組みやすくなるもの》

1、大規模事業（国県事業）の導入

　　117号の高規格化

　　県立施設の誘致
　　　農業研究機関、観光施設、文化施設、教育機関など

2．産業の育成
　　特産品開発、地場産みやげ物の開発、有機栽培、農作

　　物のブランド化、高速通信網を生かした新たな産業起

　　こし、雪の観光資源化、新たな都市型サービス業、広

　　域観光の推進など
3．住民が魅力を感じるような都市宣言

行政サービスが隅々まで
行き屑かなくなる
●住民対職員に関するもの

　税相談などの相談業務、地区の要望、公

　民館事業、児童保育業務などに支障が生

　じる

○住民対施設に関するもの

　公共施設の利用ができなくなる

●職員対施設に関するもの

　道路維持管理、建物の維持管理ができな

　くなる

」　・

●住民要望を吸い上げる方法、行政情報を伝達する方法を確

立する

●支所機能の充実（地域行政センター的なもの）

●施設管理専門職の設置

・業務・施設の民間委託、民間移管の推進

●地域拠点保育園と分園化

住民の意見が施策に
反映されなくなる
【原因1

　役場が遠くなる

　議員数が少なくなる『

　知っている職員が少なくなる

　区域内の集落数が増える

」

・行政審議会の組織化

福祉、文化、教育など行政区域全体の問題に向いている

・地区別公聴会の開催

生活環境、農林業基盤など地区固有の問題に向いている

・地区振興会組織の統合強化

生活環境、農林業基盤など地区固有の問題検討、コミュニ

ティーの育成、地域文化の醸成

・議会の役割の強化

地区から選出される議員数は少なくなるが、その議員に要

望を集中させる。同時に、秘書など政策づくりスタッフが

必要となる。
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基本的方向

譲國の確爆

麹鐵i経済の

藩鑑羅

壌雑業載
戴

纏
醸

快適住環境の提供

通学・通勤手段の確保

子育て環境の整備

学校教育の充実

農業と観光の振興

地産地消による農業所得の向上

伝統文化の保存

雪原カーニバル等まつりの活性化

中里中学校の文化化・シンボル化

平成16年から

の総合開発計

画に具体的政

策として対策

を盛り込む
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　　　　　　　　　　　　地球規模の環境問題

　いま、地球環境が重大な問題にぶつかっています。規模が大きく、日常生活を送る上では、あまり実感のわ

かない問題かもしれません。

　しかし、地球温暖化・オゾン層の破壊・熱帯林の減少・生物多様化の低下など地球規模の環境問題は、日毎

その深刻さを増しています。

　石油など化石燃料の消費による膨大な二酸化炭素排出やフロンガスをはじめとするさまざな物質の放出は、

私たちの暮らす地上を守ってきた大気のバランスを崩し、地球規模の大気環境の変動を起こしています。

　今回から3～4回に分けてオゾン層の破壊、酸性雨、地球温暖化等、環境問題について登載していきます。

1 オソン層の破壊とは？（図1）

　地球をとりまくオゾン層は、太陽光に含まれる紫外線のうち有害なもの（UV－B）の大部分を吸収し、私

たち生物を守っています。このオゾン層がC　F　C（クロロフルオロカーボン＝いわゆるフロンの一種）等の物

質により破壊され、結果として、地上に到達する有害紫外線の量が増加し、皮膚ガン・白内障・免疫抑制など

の健康被害や生態系への悪影響が心配されています。

畷私たちがすること1

　オゾン層破壊物質のフロンは、業務用冷凍空調機器・カーエアコン・家庭用冷蔵庫、ルームエアコンなどに

使用されています。

　そのため、家電リサイクル法において、冷媒フロンのある製品の回収がリサイクルの一環として義務付けら

れています。

　不要になった製品や買い替えの際は、家電店に引き取ってもらうなど適切な処理をすることです。

放出されたCFC、
トリクロロエタン等

は、分解されずに成

層圏へ

この塩素がオゾン03と反応

　　　　畢

　オゾン層を破壊

　有害紫外線量の増加

　　　　畢

●皮膚ガン、白内障等

●動植物の成長阻害等

　増加のおそれ

」』1　20km

　超高層大気

太陽から強い紫外線

を受けてCFC等が
光分解

オゾン層の破壊

　　　畢

有害紫外線が増量

5 広報なかさと平成14年8月10日
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が
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わ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
日
は
天
気
が
よ
く
、
夏
の
日

差
し
が
眩
し
そ
う
に
目
を
細
め
て
準

備
を
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る
人
た
ち
や
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暑
さ
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な
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り
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る
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供
達
、
そ
し

て
出
店
の
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子
を
見
て
ま
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っ
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ノ

る
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た
ち
等
、
み
な
さ
ん
夏
の
暑
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し
ん
で
い
る
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子
で
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た
。

　
夕
方
に
は
、
「
芸
能
シ
ョ
ー
」
と
「
ナ

ツ
メ
ロ
シ
ョ
ー
」
が
星
の
広
場
で
行

わ
れ
、
お
客
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ん
は
う
ち
わ
を
片
手

に
、
ラ
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ト
ア
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ス
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ー

ジ
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繰
り
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げ
ら
れ
る
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舞
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懐
か

し
い
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ロ
デ
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に
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や
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援
を
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う
に
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い
ま
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た
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清
津
川
の
一
蒲
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～
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民
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づ
《
韓
謙
画
贈
、
・

　
7
月
1
4
日
㈲
、
田
代
林
道
三
田
古

山
・
峰
越
線
沿
い
の
一
角
に
、
約
2
5

名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
集
ま

り
、
ブ
ナ
の
苗
木
を
手
作
業
で
植
え

ま
し
た
。

　
前
日
に
雨
が
降
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
苗
木
を
植
え
る
に
は
丁
度

い
い
湿
り
気
が
あ
り
、
ス
コ
ッ
プ
な

ど
を
使
っ
て
穴
を
掘
り
、
汗
で
び
っ

し
ょ
り
に
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り
な
が
ら
も
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皆
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一
本
一
本
大
切
そ
う
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

中
里
中
女
子
バ
ス
燃
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
犬
金
初
出
糠
．
懸
・

　
中
里
中
学
校
バ
ス
ケ
部
創
設
以
来

初
め
て
中
越
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会
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へ
の
出
場
権
を
手
に
入
れ
た
女
子
バ

ス
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ッ
ト
部
が
、
7
月
2
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・
2
7
日
の

2
日
間
行
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れ
た
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新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
・
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ト
ボ
ー
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大
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」
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場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
残
念
な
が
ら
初
戦
で
敗
れ

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
全
力

で
プ
レ
ー
し
た
部
員
は
、
今
ま
で
の

苦
し
か
っ
た
練
習
に
思
い
を
馳
せ
て

い
る
の
か
、
汗
と
涙
で
顔
を
濡
ら
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な
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ら
も
、
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わ
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か
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ま
し
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
見
事
、

小
学
生
5
・
6
年
団
体
の
部
で
3
位

（
上
原
一
功
、
田
中
陽
介
、
渡
邉
駿

太
郎
、
富
井
昭
成
、
滝
沢
光
、
鈴
木

健
太
）
、
小
学
生
女
子
団
体
の
部
で

3
位
（
吉
楽
宏
美
、
上
原
有
貴
、
渡

邉
響
子
）
、
小
学
生
4
年
生
以
下
個

人
戦
で
藤
田
貴
裕
君
が
3
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
小
学
生
5
・
6
年
団
体

と
小
学
生
個
人
（
藤
田
貴
裕
君
）

は
、
8
月
2
5
日
㈲
に
十
日
町
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
中
越
地

区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

誰
叢
叢
華

　
　
　
　
場
　
あ

【訂正とお詫び灘

広報癒か憲と7月25日号の甲暮場

しの力膨ンダ繋書の認欝懸誤鱗があ

ゆましだので訂垂磧だします。

×8月循日　蒲田山自然運動公園祭

08月朽日　溝田幽自然運動公園祭
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と
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て
水
位
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す
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い
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。

　
東
京
電
力
の
水
利
権
が

平
成
1
7
年
1
2
月
に
更
新
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
村
で

は
、
東
京
電
力
㈱
に
対
し

て
、
水
を
全
量
取
り
戻
す

べ
く
交
渉
し
て
い
ま
す
。

村
議
会
で
も
、
「
水
利
権

更
新
を
認
め
な
い
決
議
」

を
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
清
津
川
の
上
流
、
湯
沢
地
内
で
は
、
発
電
用
水
と
し
て
取
水
さ
れ
、
そ

の
水
は
最
終
的
に
魚
野
川
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
里
村
地
内

の
清
津
川
は
夏
季
に
は
ほ
と
ん
ど
維
持
流
量
も
流
れ
な
く
な
り
、
水
量
不
足

に
よ
り
、
河
川
水
の
温
度
が
上
昇
し
、
魚
が
住
め
な
く
な
る
、
農
業
用
水
が

足
り
な
く
な
る
な
ど
の
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
干
ば
つ
被
害
が
出
た
平
成

6
年
は
、
融
雪
に
よ
り
増
水
し
た
5
、
6
月
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
全
量
を
取

水
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
源
開
発
㈱
に
よ
り
、
揚
水
式
発
電
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
に
、

全量取水されている清津川　奥は東電の清津川発電所

中里村

　　　　　　カツサ川

／奥講襯所　熱繊　＝俣取水・

罫二居ダ～繋〆　　、q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　侮．

　
ヘ

　
ヲ
ム
し

　
野
1
2

　
魚
a

　
遮

　
㍉㌔

㌔
㌔

二居川ドハ貝浅

作
家
と
集
落
の
協
働
作
業
（
＋
日
町
市
～
鉢
集
落
編
）

　
昨
年
秋
、
越
後
妻
有
の
7
つ
の
場
所
に
対
し
、
作
品
プ
ラ
ン
を
公
募
し
、
5
ケ

所
で
公
募
プ
ラ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
（
2
ヶ
所
は
当
選
作
決
ま
ら
ず
）
。

　
そ
の
中
の
一
つ
、
十
日
町
市
の
鉢
集
落
で
は
「
陶
」
を
使
っ
た
自
由
な
提
案

を
募
集
し
た
結
果
、
水
内
貴
英
さ
ん
の
プ
ラ
ン
が
当
選
し
ま
し
た
。

水
内
さ
ん
の
作
品
プ
ラ
ン
は
、
集
落
内
の
各
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
世
間
話
や
作

品
へ
の
思
い
と
い
っ
た
対
話
を
交
え
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
茶
碗
を
作
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
茶
碗
は
、
芸
術
祭
期
問
中
に
集
落
を
訪
れ
た
ひ
と
へ
、
水
内
さ
ん
自
ら

お
茶
を
振
る
舞
う
際
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
茶
碗
作
り
と
併
せ
て
お
茶
を
振
る
舞
う
場
所
と
し
て
、
集
落
内
の
木

の
上
に
茶
室
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）
。

　
茶
碗
に
は
、
制
作
者
で
も
あ
る
鉢
集
落
の
み
な
さ
ん
か
ら
来
訪
者
に
当
て
た

自
由
な
質
問
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
ま
す
。
し
か
し
内
容
は
お
茶
を
全
て
飲
む

ま
で
は
読
め
な
い
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
終
え
た
来
訪
者
に
は
、
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
る
文
字
を
読
み
、
短
冊
に
質

問
へ
の
答
え
や
感
想
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
芸
術
祭
終
了
後
、
茶
碗
は
短

冊
な
ど
と
一
緒
に
制
作
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
作
品
の
制
作
段
階
で
育
ま
れ
た
集
落
の
ひ
と
た
ち
と
作
家
の
交
流
の
輪
に
、

さ
ら
に
完
成
し
た
作
品
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
来
訪
者
と
の
「
出
会
い
」
「
ふ
れ

あ
い
」
「
つ
な
が
り
」
が
加
わ

る
と
い
う
、
二
段
構
え
で
ひ
と

の
輪
の
広
が
り
を
持
た
せ
よ
う

と
す
る
こ
の
作
品
プ
ラ
ン
。
7

月
2
5
日
に
は
水
内
さ
ん
か
ら
、

鉢
集
落
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
う

し
た
プ
ラ
ン
の
説
明
が
て
い
ね

い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
イ
メ
ー
ジ
図

広報なかさと平成14年8月10日7



圏囲固国

灘

鈴木鼓拍ちゃん（1歳）⑳

常治さん・真佐美さん夫妻の長男（重地）

　とても笑顔のかわいい鼓拍ちゃん。

取材に伺った際、満面の笑顔で出迎え

てくれました。

　そしてお姉ちゃん（写真左側・未来

ちゃん）が大好き。いつも一緒に遊ん

でいるそうです。

　そんな仲のいい姉弟はご近所でも人

気者。散歩など外を出歩くと　、お菓

子をもらってきたりと、たくさんの人

たちから可愛がられています。

　お母さんはそんな鼓拍ちゃんに「心

の大きな子になってね。」とはなして

ぎ

上原昌子さんが行政相談委員に委嘱されました

　上山地区の上原昌子氏が、総務大臣から行政

相談委員に委嘱されました。行政相談員は、国

の仕事、国が県や市町村に委ねている仕事につ

いて、「こうしたらどうか」「どうして？」「ど

うなっているんだろう」「納得できない」…など、

住民のみなさまからの意見や要望・疑問や苦情

を受けてその相談に応じ、国や関係機関に必要

な連絡を行うなど、疑問に応え、苦情の解決に

努めることを役割としています。行政相談委員

は、皆さんと行政（国）の橋渡しを役割とする

身近な相談相手です。お気軽にこ相談ください。

高齢者とその家族のよろず相談

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々が抱える

悩みごとや、心配ごとの相談を無料でお受けしています。

　なお、平成14年8月から9月の相談日程は次の通りです。

相談の種類 欄談蒔關 霧　罵 9　凋

よろず相談
毎週月曜日から金曜日　9＝OO～17＝OOまで
　　　　　　　　（土日祝日・年末年始は除く）

専門相談（予め予約が必要です）

法、　　　律 13＝30～16二〇〇 12・19・22・26 2・9・30

医　　　　療 13＝30～15＝30 一 4
痴　　　　　呆 14＝OO～16＝OO 21 18

公的年金・保険 13＝30～15二30 一 3
税　　　　　金 10二〇〇～12＝OO 9 13

健康・介護 10二〇〇～16＝OO
一 12

025－285－4165◆相談電話

灘
灘
鰯
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
難
灘
難
難
難
欝

　
当
日
飛
び
入
り
参
加
大
歓
迎
。
当
日
、
午
後
7
時
3
0
分
ま
で
に
、
J
A

低
温
倉
庫
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

灘
騰
　
灘
瀧
難
灘

◆
日
　
時
　
8
月
1
6
日
囲
　
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

◆
コ
ー
ス
　
J
A
低
温
倉
庫
↓
∪
モ
ー
ル
駐
車
場

灘
蕊
、
難
薄
懸
の
踊
鞭
嚢

　
∪
モ
ー
ル
駐
車
場
に
入
っ
て
か
ら
は
、
「
ふ
る
さ
と
の
踊
り
」
に
な
り

ま
す
。
自
由
に
輪
の
中
に
入
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
中
里
村
民
謡
流
し
実
行
委
員
会

　
事
務
局
口
中
里
村
教
育
委
員
会
　
盈
6
3
1
4
4
7
8

き
　
き
き
　
き
き
き
　
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

灘
慧
難
．
縷
灘
纏
灘
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚

　
　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
地
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
方
々
が
、

　
当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ず
税
関
等
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な

　
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
、
昭
和
2
8
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
当
た
り
の

　
方
は
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
以
下
の
も
の
で
す
。

　
◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
上
げ
て
い
た
方
々
が
上
陸
地
の
税
関
・
海
運

　
　
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

　
◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
等
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

　
　
そ
の
後
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　
　
こ
れ
ら
の
手
続
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
方
々
も
問
い
合
わ
せ
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
実
際
に
届
い
た
か
ど
う
か
不
明
な
場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
上
陸
地
が
新
潟
以
外
の
方
も
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
◆
お
問
合
わ
せ
先
　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
0
2
5
1
2
4
4
i
9
3
1
4

8



團薗圏團

U
・
蓋
蘇
漫
診

登
録
制
磨
鵜
糠
戯
て

　
中
里
村
・
八
口
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

∪
・
ー
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る
方

の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
希
望
の
就
職
条
件

を
登
録
す
る
も
の
で
、
定
期
的
に
求

人
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
就
職
相

談
・
職
業
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
∪
・
1
夕
ー
ン
希
望
者
対

象
に
、
次
の
日
程
で
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
参
加
企
業
と
の
面

接
の
ほ
か
、
八
口
ー
ワ
ー
ク
職
員
と

の
就
業
相
談
も
で
き
ま
す
。

◆
日
時

　
m
月
1
9
日
出
、
2
0
日
㈹

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

◆
会
場

　
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

　
に
い
が
た
∪
夕
ー
ン
情
報
セ
ン
タ

　
ー
（
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
4
1

　
H
1
7
）

◆
問
合
せ
先

　
八
口
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　
晋
5
7
1
2
4
0
7

1
闘
講
．
壌
融
拶
　
ワ
ヒ
ー

タ
ー
体
験
纏
曝
灘
室

◆
日
時
8
月
2
8
日
㈱

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

◆
内
容
「
残
暑
で
疲
れ
た
胃
腸

　
に
や
さ
し
い
料
理
を
」

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
締
切
　
8
月
2
2
日
㈲

◆
申
込
み
先
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町

　
営
業
所
　
忠
5
2
1
3
1
0
7

鐘嚢俣診獲癒・歯科診纏続．盤診のお知6慧
　懸俣診療蕨懸歯科診療i訴麟．雛調辮調㈱　稲圏㈱の3圏闘．

　燃診畿謬懸薫麟驚麓議諜響。

廼9凋霜日畿駿国鑑鰭獲保険証難嚢おDま響
　　現荏のF肌毯聾の保険証は．琶月鋼圏驚蕎効期限が切総．

　9薫翻圓撫穰ぽ膿難鍵魯滋の保険証催嶽鱗謙該。
　　新籔懲爆険誕の交付は．趨爲兼標に鷹長誉鶏を通繊交付載る

　離建響載、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
旧

験
験
験
鯛

試
騒
卿

級
採
採

　
員
員
験

初
職
職
獄

・
務
養
［

　
事
栄
◆

級
校
校

中
学
学
㈹

　
護
護
日

用
養
養
3

採
仲
中
鯛
等

員
劃
鷺

職
鵠
羅

県
市
市
鋸

潟
獺
器

新
新
新
鍵

　
　
　
　
受
試

　
z
．
．
．
◆
◆

区　　分 試験職種 採鰯罐類 職種内容
中　　級 診療放

射線技師 1　人
知事部局の本庁各課若しくは地域機関又は県
立病院等で、職種に応じた業務に従事します。

初　　　級

一般事務 18人程度
知事部局、病院局、企業局、教育委員会等
の本庁各課又は地域機関若しくは県立学校等
で、行政事務に従事します。

警察事務 4人程度
警察本部又は警察署で、警察事務に従事しま
す。

土　　木 2人程度
知事部局、企業局等の本庁各課又は地域機関
で、職種に応じた業務に従事します。

農業土木 1　人
知事部局の本庁各課又は地域機関で、職種に
応じた業務に従事します。

小中養護学
校事務職員

学校事務
職　　員

18人程度
県内市町村立の小学校、中学校又は養護学校
で、一般事務に従事します。

小中養護学
校栄養職員

学校栄養
職　　員

8人程度
県内市町村立の小学校、中学校又は養護学校
で、栄養士の業務に従事します。

◆申込み・問合せ先　新潟県人事委員会事務局　四〇25－280－5538
　なお、ホームページhttp：／／www．preLniigatajp／にも申込書の様式

　を掲載していますので、ダウンロードして提出することもできます。

　
　
　
◎
1
一
、
．

樂
叢
翔

　
　
　
撫
囎
織

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
一
織

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
進
香

　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
納
織

灘　
　
　
　
　
　
し
詩

概｛醸諄／上山

鎌｛鐙蝶美享／東田尻

睾矢｛藤曙嘉／清田山

鋤｛太畦奈葦／芋沢

凝｛村唖享／田沢

齢
騎
齢
盤
鷺
原
俣

白
十
東
津
通
十

和
美
貢
実
満
子

久
奈
　
　
真
　
　
清

口
原
田
沢
藤
田

　
　
　
重

樋
栞
山
八
斉
増

｛
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
｛

　
　
本
小
倉

鑛
　

）
）
）

　
　
0
乙
　
4
　
0
乙

　
　
ワ
ー
　
Q
O
　
ワ
ー

　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
マ
イ
正

　
　
雲
田
喜

　
　
南
廣
斎

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

搬潮の納税艦振蓄日

鱒月璽綴）

㈱月露隙
㈱月露園）

鱒欝建齢

鰺灘醐）

税
税
税
税
道

　
　
険

幾
　
　
　
　
氷

　
保
保
曹

県
　
　
　
　
講

　
　
護

赫
国
介
保
墨

■
田
■
顧
田

馨交通事故件数………………15件

繕死　　　　者………………　1人

馨傷　　　　者………………18人

難死亡事故ゼロ……………226日

広報なかざと平成14年8月10日9
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／8月15日～9月5日＼
暮二》しのプリしン今ブー

15㈲ド 清田山自然運動公園祭

16轡
心配こと相談（樋口虎治郎）固デイサー
ビスセンター　◎13：30～16：00

民謡流し

17出
18（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　固ユー

モール　◎11：00～11：40

19（月）

20㈹

21㈱
遊びの教室固総合センター
◎9：30～10：00受付

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

22㈲ 胃がん・大腸がん検診　固重地構造改善セ
ンター　◎7：30～10：00受付

23働

三種混合固保健センター
◎14：00～14：30受付

胃がん・大腸がん検診　固倉俣集落開発セ
ンター　◎7：30～10：00受付

心配こと相談（南雲勝男）　固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

24仕）

25（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　固ユー
モール　◎11：00～11：40

26（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

27㈹

28㈱

29㈲

30働 心配こと相談（村山篤稔）　固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

3咄
1（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　固ユー

モール　◎11：00～11：40

2（月）

3㈹

4㈱
乳幼児身体測定・健康相談　固保健セン
ター　◎9：30～11：00受付

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

5㈲ 子宮がん検診・乳がん検診　固たかき医院
◎14：00～16：30受付

※変更ずる場舎がお壌諜ず。澄鯛の際縁確認を
　　　　　　　　　　　　　　お願雛磁諜響。
、　鰯翻

7月末現在（）は前月比

男　3，208人（＋7）

女3，219人（＋3）
計6，427人（＋10）
　　1，697　　（±　0）

口●人

●世帯数

　平成14年度下水道排水設備工事責任技術者認定試験を下記の

とおり行います。

◆受験資格次のいずれかに該当する者“

　①土木及び、建築関係等の専門課程を卒業した者

　②高校卒業以上で実務経験1年以上を有する者

　③実務経験2年以上を有する者

◆受験講習及び受験の申込み　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

　・受付期間　平成14年9月2日（月）～9月13日働

　・受付場所　中里村役場環境課下水道係（申込書もあります）

◆受験講習

　・日　　時　平成14年11月6日㈱　13：30～16：30

　・会　場ハイブ長岡　　・受講料5，000円
◆認定試験

　・日　　時　平成14年11月17日（日）10：00～12：00

　・会　場中越高等学校　　・受験料3，000円

◆問合わせ先　中里村役場環境課　盈63－3111

第
1
4
回
『
私
の
見
た
信
濃
川

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
信
濃
川
、
魚
野
川
を
撮
影
し
た
風

景
写
真
、
ま
た
は
、
前
記
河
川
で
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
、
人
や
行
事
も
含

め
た
写
真
と
し
ま
す
。

②
未
発
表
の
作
品
で
1
人
3
点
以
内

と
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。

③
作
品
サ
イ
ズ
は
キ
ャ
ビ
ネ
4
ツ
切

ま
で
と
し
、
組
写
真
は
除
き
ま
す
。

◆
募
集
締
切
　
1
1
月
焉
日
囲

◆
応
募
・
問
合
せ
先
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長
岡
市
川
崎
町
2
2
4
9
－
1

　
鶏
北
陸
建
設
弘
済
会
長
岡
支
所

　
盈
0
2
5
8
－
3
2
－
3
4
8
4

8／ll 小林内科医院報謡壽

冨　8／18 富　田　医　院宿“1函0謝
ア勺

一　8／25 池田医院報謡劉
9／1 川西町診療所聯8ぎ鍬

　
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
真
っ
只
中
。

プ
ー
ル
に
キ
ャ
ン
プ
に
学
校
行
事
な

ど
、
夏
休
み
を
楽
し
ん
で
い
る
と
お

も
い
ま
す
。
調
子
に
乗
り
す
ぎ
て
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。　

8
月
1
6
日
に
は
、
「
民
謡
流
し
」

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
ゆ
か
た
を
着
て
、
う
ち
わ
を

持
っ
て
で
か
け
ま
し
ょ
う
。
夏
の
夜

に
、
み
ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
郷
土

の
踊
り
を
踊
り
、
語
る
の
は
楽
し
い

も
の
で
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
懐
か
し
い
人
と

ば
っ
た
り
出
会
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。


